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国土の保全と

災害対策

災害の防除と地質

はしがき

毎年7月始めにたると決まったように梅雨前線豪雨

による被害が新聞紙上にあらわれる.何県の何とか

いう地方に累計雨量○○○mm時間雨量○○mmの

集中豪雨があって死者行方不明家屋の倒潰床上

浸水がけくずれなどの件数がいくつ等の記事は7月

から台風期を過ぎるまで数回となくお目にかかる.

とくに今年は昭和47年7月豪雨と命名された集中豪

雨をとも恋う大雨によってほとんど全国的ともいえる

32都府県に被害があった.たまたま今回の被害はど

ちらかといえば都会をはなれた山間部あるいは農村

地帯に顕著であった点で山くずれがけくずれ地す

べり土石流河川のはんらんがは狂はだしかった割に

は新しい型の災害は目に入らなかったがそれでも

ところによっては年間降雨量の1/･からi/･にも当る雨が数

目間に降り注いだことから各地域ごとに固有の災害

の特長をみごとに描き出したように思える.

昭和47年7､月豪雨による被害についてその1部はす

でに地質ニュｰス11月号(no.219)に掲載されたした

またま筆者も47年7月豪雨非常災害対策本部技術調

査団の1負として中国地方の被災地を視察する機会を

得たので詳細は次回にゆずり以下にこの際に得られ

た感想を加味して国土開発と災害に関する問題につい

て話を進めてみたい.

災害とは

災害とは何であるか?この設問に対する答はその

人の立場によって違うはずである.さきほどの話でな

くても毎年きまって梅雨末期には大雨カミあって河川が

はんらんする.日本の場合にはたいてい河川敷と田畑

との区別ははっきりしているがその河川の水があふれ

て田畑が浸水した時や閏畑が河道と見分けがつかない

まで土砂に覆われた時に災害という言葉が出てくる.

全く同じような事件であるけれども古くからよく知

られているようにエジプトでは毎年ナイル川がはんら

んする.しかしこれは逆に土地の肥沃度を更新させ

る重要な役割をもっている.そうしてこのナイノレ川

のはんらんを予知しこれを利用することでエジプトの

文明が開かれたと祖るとナイル川ρはんらんは災害で

も何でも低いことになる.

環境地質課黒田和男

ここにある人の文章を借りて結論めいたことにして

おこう.全く予想のつかないまたは予想がきわめて

困難な原因によって個人または個々の集団が損朱を受け

その損失が個人や集団の負担で修理されずに市町村の

補助を受けるときあるいは市町村の手に余り園の補

助を受けるときに始めて災害という名が与えられるの

であって｢公から補助を受けるものが災害であ引とい

う答が出てくる.

この点ではエジプトにおけるナイル川の洪水は災害

にはならない.日本でいうならば以前は新潟･山形

･秋田県などの冬の雪も災害にはなら在かった.しか

し同じ雪であっても昭和38年の豪雪では全く予期し

ない量の雪が裏目本全体を覆ったために種々の異常事

態が発生した.こうなると雪は災害である.後にも

述べるけれども昭和38年ごろはすべての点で経済の

転換期に当っておりこの豪雪をきっかけとして裏目本

山村地帯の過疎化が進行したということができる.

災害とは人聞の生活の場があるということを前提と

して成立つ言葉セある.

北海道の場合

北海道では昭和22年カサリン台風昭和23年アイオ

ン台風によって旭川･富良野地方に被害が発生した.

河道の乱流のために耕地は流失し水田は砂利の河原に

化するという著しい被害は本格的な治水が北海道にも

必要であることを感じさせたのである.本邦での砂防

事業のもとになる砂防法は古く明治30年の制定にたる

ものの昭和25年に北海道開発庁昭和26年に北海道開発

局が設置される間に昭和25年9月1目に北海道におけ

る砂防指定地の第1号として忠別川が告示されこれが

北海道における最初の砂防指定地となった.翌26年に

は於札内川および利尻島内の2河川合わせて3カ所が

砂防指定地にたった.

一方地すべりについてみると昭和24年農林省1⊥淋

局の調査資料によってまとめられた数字は北海道にお

いて369カ所と扱っているが昭和26年度建設省砂防課

の調べでは北海道の数字が見あたらない.これは対

象が一方は森林であり他方は河川でありまた建設行政

に関係する諸施設一道路･人家等であるという差が明確

に現われているということであろう.�
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策1表全国地ヒり調査表(昭和24年農林省山林局の調査資料にもとづく)

県名魔禁冨於けるj鰯誓曽於=計

j1県名魔彗冨於ける魔鰐於j計

北海遣�225�114�369�京都�190�70�260

青森�29�36�65�大阪�40�10�50

岩手�111�19�130�兵庫�170�92�262

宮城�40�23�63�奈良�22�O�22

秋困�430�230�660�和歌山�148�77�225

山形�600�30�630�鳥取�328�41�369

福島�136�90�226�島根�380�150�530

鮮馬�170�40�210�岡山�210�100�310

埼玉�O�61�61�広島�110�0�110

千葉�106�4�110�山口�66�0�66

神奈川�80�40�120�徳島�1,310�200�1,510

新潟�2,712�815�3,527�愛媛�450�50�500

富山�930�330�1,260�高知�340�110�450

石川�L250�570�1,820�福岡�130�5�135

福井�250�120�370�佐賀�120�25�145

山梨�640�310�950�長崎�64�10�74

長野�2,584�1,358�3,942�熊本�10�5�15

岐阜�35�4�39�大分�150�20�170

静岡�490�230�720�鹿児島�18�3�21

愛知�33�0�33�計�15,137�5,392�20,529

経済審議庁計画部国土調査課(1952)全国地ヒり地の概要より

第2表全国地辻り地調書(26年度建設省砂防課調べ)
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経済審議庁計画部国土調査課(1952)全国地ヒり地の概要より

北海道では昭和33年3月地すべり等防止法の制定

にひきつづき建設省所管として昭和34年10月に道東の

釧路地方に2地区地すべり防止区域が指定されている.

その後年ごとに少しづつ地すべり防止区域が指定され

昭和47年3月現在で申請中3カ所を含めて農林省･

建設省所管を合わせ38地区となった.その地区は農
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林省(林野庁治山課)所管のもの1

部を除いて海岸線および炭鉱住宅地

域に偏在している点に注目する必要

カミあろう.農林省農地局所管の指

定地はまだ1カ所も祖い.

地形･地質から判断して本州･

四国･九州と比較すると地すべり

の分布はもっと多くさきの山林局

調査資料の数宇に近くなるものと思

われそうして実際に山野をみると

地すべり地もっと範囲をひろげて

地すべりのポテンシアノレのある個所

は数多く特定の地帯に集中してい

ると感じるが地すべり防止区域が

工事の前段階としての指定である限

りこの間の相違は当分続くであろ

う.

シラス地帯の災害その変せん

南九州に広い面積を占めるシラス

地帯の災害が世の注目を受けたのは

昭和23･24年頃である.戦時中あ

るいは戦後間も次くの頃は用材の

濫伐やそれに引きつづくべき山地整

備の不十分加えて台地のいたると

ころ許される範囲すべてにさつ

まいもを植付けるための開墾が行な

われたことそれらがすべて一緒に

たってシラス台地上の流出率の変

化が起こったのであろう.たび重

なる台風の襲来により谷頭の大規模

な侵食が進行し崩かいによって生

じた泥土は下流部に流送されその

ために耕地の埋没や河床の上昇がい

たるところに見出された.

当時すでにシラス地帯において

は台地の侵食はもっぱら谷頭の崩

かい一いいかえれぱ谷頭侵食と河

川の側刻作用による谷壁の崩かいに

よって進行しまた落水型の侵食

も急速に進行していくという性質が見出されていたため

にこのような現象からくる主として谷頭谷壁を

対象とする植林･治山工事あるいは砂防堰堤が施行さ

れようやく昭和30年に入ってその効果があらわれて来

たのか32～37年頃はそれまでのいわゆるシラス災害

は減少した.�
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第ユ図北海道における地すベリ防｣l1区城分布図

ところで昭和30年代の後半にたると大規模な開発

事業や宅地造成カミもっぱら台地の上を対象として行な

われた.そうして台地上の施設の端末を渓流一小河

川と結ぶ工事が行なわれるに及んで再び河川の流出状

況が変化したものと思われる.

また一方では鹿児島市街地カミ膨脹するとともにシ

ラス台地周辺の崖下にも住宅が建てられるようになった.

もともと崖くずれはあったけれども崖の近くに立地

する屋敷がなかったために今まで被害にならなかった

ものが崖下に家が建てられたことによって被害が計

上されるようになってきた.

昭和44年6月末になって原良団地･伊敷団地がち

第3表北海適地すべり防｣l1区城一覧表(昭和47年3月現存)

ようど宅地造成二こ薬の最盛期に集中豪雨があり工事個

所が土砂の発生源と在っておびただしい災害が発生し

た.これを代表としてシラス台地周辺に被害が続出

しとくに開発工事の施行個所開発個所への連絡道路

がシラスは水に弱いという特性をみごとに描き出し

大き荏社会問題となった.そうして従来シラスは

垂直に切リ取った場合には問題はないという考えかた

があったもののシラスの処理については再検討を要す

るのではないかの疑問が提出された.

現在では建設･農林関係の拳業は別としてとく1こ

住宅対策に焦点を合わせると県の方針を人命の尊重を基

本理念として消極的ではあるが危険と思われる個所に

ついてはその場所から住宅もろとも退避させるという

手段を講じていることに置いているとのこ二とであった･

｢危いところはまず逃げる｣これは何といっても災

害防除の基本である､そうしてこ1の基本を忠実に守る

行政を実施している点を一般も十分考慮する必要があ

ろう.

災害は時代と共に変わる

これからお話しするのはとこにでもあった景観であ

る.鉄道の駅を下りて.あるいはバスを乗りついで

めざす停留所で下車するとそこはわずかに木立ちの間

から空が望まれるだけの谷底で2･3軒の商家や旅蝉

があるに過ぎない.ここからは幅はせまいがよく手

入れされた小道が山の上の方へと続

いている.その小道を砂っくり登

名称1所杣1地1指定年月目11名称1

所在地

1指定年州

如方学

仙鳳跡

井寒令

達祢

上羽幌

伏古

真奔地

様似

巾歌

浦川

南部

原口

安瀬

満水台

常盤台

豊浜

小裕石

宜野

相沼内

釧路

浦河

小平

羽幌

釧路

夕張

様似

江差

熊石

夕張

松前

厚田

美唄

乙部

州内

大成

熊石

村釦方学

仙鳳跡

111]'丼築台

1町亦

1町⊥羽幌

村伏古

市真給地

111丁木町

町r11歌

町消川

市南部

町原口

村安瀬

了11清水台

常盤台

町豊浜

町小谷石

町営野

町相沼内
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建設省所管18カ所

泥川

本1町

中野

平字

1光地円

常盤台

南幌カ11

二番川

歌内

生花

砺波

西原沢

幌内本沢

井寒台

共和

辺渓

新十1車川刑].酒徳當

歌志内市本町

木古内町中野

様似町平字

大樹皿1∫光地円1

美唄T1丁常盤台

新十津川町南幌加

当別町背1!1奥

中川町歌内

大樹町生花

瑞窃市砺波

粟沢町方宇旭町

三笠市幌内本沢■

浦河1IIT井1寒台

11･川町共和

美深I11丁辺渓1

小梅巾祝津

歌志内市歌神
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媛赫脅(林野)所管

18カ所

北海道一1二木部編北湖遣の上山すべ1)〔･17･5パンフレット〕よ1)

っていくと視界はしだいに広がって

段々畑や棚田が現われ家がみえて

くる.100㎜も200m登った所は屋

敷が点在してみごとな集落が形成

されているのに驚く.

山腹には幅のせまい道があって

それカ渥敷や田畑を結びその中に

幅のやや広い道が等高線に沿うよ

うに続いて隣りの集落と連絡してい

る.かつて馬や牛の背に荷物をの

せ背負子に食料校とをのせて人が

往来し自給自足で生活をしてきた

頃はこの道が生命線ともいえるも

のでありもっとも手近在現金収入

を薪を出し木炭を製造すること

で得ていた時代のごくありふれた

景観であった.

電気と自動車の恩恵がlL1間のこの�
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ような集落に及んで事態はおそらく一変したものと思

われる.これに多少の無理があっても傾斜地に自動

車が通ることのできる道路が入り込むとかつてのラン

プ新聞干魚に象徴される生活から電灯テレビ

電気冷蔵庫に象徴されこれに自動車プロパンガスと

いう全く都会そのものの生活がそこに始まってくると

当然災害の形にも変化が生じたはずである･

1例を挙げると停電一それだけで都会の機能は停止

してしまう.都会そのものの生活に慣れてしまった山

間の集落での停電はおそらく深刻な事態を起こさずに

はおらない.その上に自動車の入る道路が寸断された

と匁るとそこは全くの交通も通信も何もない孤立状態

か発生する.食料品の貯蔵がきかないところに物資

の補給も絶たれてしまう.この姿は今度の豪雨でも見

られたところであった.今回の豪雨災害におけるアマ

チュア無線家の活躍はうらを返せば有線回路の途絶そ

れによる集落の孤立という事態があったわけである.

カミなければ路線を移すことは思いもよらずもと通りに

復旧しなければなら狂い.ここで路線の位置選定に当

っては地形･地質からみて障害の起こりやすいところ

を避けて通るという方式カミ確立したのカミ昭和初期であ

り当時の土木地質の参考書も悪条件のところを避ける

方法についてかなりの枚数をさいている.

到達時分の短縮と輸送単位の増大を目指して大正7年

に着工された丹郡トンネルが15年余りの年月を経て昭

和8年に開通した.この工事にともなう地質の調査と

施工管理は本邦土木地質の始まりであるといわれてい

る.これを上廻ってより早くより多量にという考

え方は在来線の規模をかけ離れ新幹線となって実現

したがこの路線の選定では許容される曲線半径がす

べてを決定する因子となって今までの悪いところは

避けて通るという考えかたから経済の許す範囲内では

悪条件の個所を特殊工法で切りぬけるという考えかたに

転換するところとたりこれが難工事に遭遇しては新し

い工法を開拓するまでに至った.

山の中の路線と防災

さきにも山村の生活を持ち出したカミここで再び山

あいの集落の話をもちだしたい.交通が人間の足にた

より馬や牛の背にたよっていた時代には道路は幅

3mもあれば十分であり旧東海道旧中仙道をはじめ

現在でも1等水準線路の通っている旧道はこの程度の

ものである.そうしてもっと細い道が山腹を縫い峠

を越えてどこまでも続いていた.

もし大雨で道カミ崩れてなくなっても土砂で埋めら

れても要するに人や牛や馬が通れれぱよいのであるか

ら修理は容易であり崩れた個所は高いところに逃げ

るなどして多少の変化も気にすること恋く集落と集

落を結ぶ道はいつの間にか自然にもっとも適切恋ルｰ

トに落着いでこれが物資の輸送･情報の伝達における

太いパイプの役目を果たしていた.

実際に地形図を読んだり現地踏査の折に眺めてみて

も地蔵さまのまつってある旧道水準線路となった旧

道はどこか自然と調和するように位置カ淀まってそ

こにはあえて地質の要素を無理に盛りこむ必要のない

ような感じを抱かせる.むしろ地質の要素もその中に

盛りこまれた自然の環境に調和していったといわざるを

得匁い.

鉄道敷･軌道敷となると路線の位置選定は勾配や

幅員の影響を受けるようになる.集落と集落とを結ん

で山すそを縫い峡谷を分け入るように建設された鉄道

は土砂崩れにあって埋没し流失してもよほどのこと

高速道路では曲線半径の許容限界もさることたカミら

道路敷の幅が定まっていること'により地質の悪いとこ

ろを避けるよりはむしろ克服するということで進めら

れた.道路は山地が大きな面積を占める日本では

大規模な切取りや盛土カミ行なわれ長大トンネルが次々

と掘さくされていく.高速道路でなくても国道や主

要地方道などの改良カミ急速に行なわれているカミこれも

自然を克服するという方針に貫かれてきたようである.

ここから極端た考えとして｢地質の大先生｣の意見にも

かかわらず実際にトンネノレが掘られていくだから

地質調査は必要ないというようなものも飛び出してき

たのであるが事前の地質調査一それも路線沿いに限ら

ず路線の背後までを含めた総合的調査一カ綿密でなか

ったためとも思える欠陥のあらわれとともにいずれも

姿を消さざるを得校いだろう.

旧道といわれるものがな晋山の高いところの中腹を

縫っていたがその背景をもう一度振り返ってみよう.

災害の常習地帯?

古くからの集落はそれぞれその土地特有の背景に店

じた立地をして1度体験した被害にはもう2度と会わ

ないような工夫がされている.その適例は濃尾平野

の輪中集落であって自然堤防の上にありたがらなおか

つ厳重在堤防をもって集落を保護している･地すべり

地帯といわれている新潟県下などにおいても集落は不

動地を中心として立地しており今日私たちの目でそ

の土地の成り立ちを地形発達吏として観察しても集落�
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の立地は理にか怒っている.逃げるところのないたと

えば京都府の福知山地方のように堤防の余地のないとこ

ろでは由良川のはんらんにそなえて家の2階に舟を常

備しているところがある.

東京の西部近郊といわれている地帯で村史あるいは

災害誌を開いてみると大雨による被害に水田や畑地の

冠水はあっても崖くずれの記録は見当らない･あっ

てもごく僅かの記述があるだけである.たまたま調べ

ているうちに崖くずれカミ発生しそうな条件のところを

避けて集落が形成されたと思われるふしを藤沢市北西

の地区で見出したがこの例を広く適用してみるとや

はりこの予想は広範囲で適中しそうである.

東京の都市域が膨脹を続けて多摩丘陵一帯がいつの

間にか東京の郊外にたってしまったところでその様子

は一変してしまった.宅地造成にともなう崖くずれが

問題になったのはいわゆる近代の都市問題の1つの典

型であろう.そうしてこの背景には戦後の住宅難と

いう世相が大きい.安価にマイホｰムを建てることの

できる土地はどうしても地価の安いところ逆にいえ

ばすべての点で立地条件の悪いところに安価租住居が安

易に建てられたということに何かがありそう恋気がする.

大雨のたぴにみる町田市･相模原市にみる境川沿いの

水害もこれと機を同じくするものである.災害の常襲

地帯であるという表現がこのような場合に使われるけれ

どもでは｢災害の常襲地帯｣とはいったい何ものであ

ろうか.

いつの間にかそこに集落が形成されていた.しかも

その集落の住人は都市の中心部へ働きに出るサラリｰ

マンとその家族であってもともとその土地の個性を知

っているような人ではない.このような状況のもとで

は災害の防除は厄介である.従来のような田や畑で

あればたとえば3年に1回ぐらいの冠水はある程度計

算の中に入れてよかったかも知れ枚い.しかし今度

は田畑のかわりに住居であり人間が対象である.こ

とに人命というものは絶対のものであるということに荏

ればたとえわずかな水しか平常時には流れなくても

大雨のことを予想しておかねばならぬ.しかもそのた

めの用地を今さら確保するのは困難である･堤防はい

よいよ高く強固なものにたり河道は全く固定化されて

しまう.土砂排出の激しい川では河口まで天井川カミ形

成されてしまうに違いない.勾配のゆるい川でばどう

なるか?内水の排除はどうするか問題は雪だるま式

にふえていく.もともと人が住むことカミできるよう

な土地でなかったところへ近代建築が持ち込まれて新

しい都市が形成されることがよくある､そうすると

その都市のために今まで集落の立地条件としては十分

であったところがもはや集落の適地としての条件を失

ってしまうという話もよく聞く.しかしこのように

変化が目に見えるところで起こるのはまだ良いほうであ

る.

全く目に見えないような進みかたでいつの間にか集

落の立地条件としての適性が失なわれてしまう.これ

ほど恐ろしいことはない.たとえば地盤沈下の現象は

いつの聞にか人の住むところを洪水の常習地帯と変え

てしまうのである.

かの有名な

｢災害は忘れた頃にくる｣

｢そなえあればうれいなし｣

の格言が個人の単位で通用する限界点がそこには見

出される.

自然現象の中での災害防除

天然･自然界には時の流れに赤じた変化がある.

岩石圏を対象としてみるとそこには風化→運搬→堆

積→続成→変成→火成→?たる一連の現象の系列があ

り私たちが日常出会っている自然の現象はすべてこ

の系列の中のいずれかの部分に属している.これらの

現象一地質現象と呼んでおく一は一定の法則のもとに

現在地表地中のどこかで進行しているものである･

この現象はしばしば地表に変動をもたらすがその

変動にも常に進行していることが私たちの目にも見え

るもの何年ごとかの周期で繰返されているのが私たち

の目に見えるもの平均すれば何年に1回の割合という

ことになるけれども現状では突発的に起こるように見え

るもの極端た場合その土地においては長い地質時代に

1回しか発生しないものがたまたま現在発生したもの

というような段階がある.

このような地質現象の流れの中に人間カミ入り込んだ

結果としてその流れにまきこまれあるいはその流れ

にさからい流れを加速させたり方向転換させた結果

生命財産を失うようだ事件カミ起こる.これが｢災害｣

である.

自然の中に人間カミ割りこんだ結果としてたまたま地

質現象が人間の存在に悪い事件を起こすのであれば｢災

害｣を防除するための基礎として必要な研究は地質現象

の研究でありこれも地史の研究ではなく現世までの

地史を把握したうえでの｢現在の地質学｣である.�
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災害を防除するためには地質現象の流れの中に置か

れた人間としてはその規模に応じて

�

㈩

㌩

流れの中にうまくおさまる

流れの中から逃げてしまう

強引に流れにさからう

の3つの手段があり地質現象の

素因

誘因あるいは前駆現象

現象の規模や現象の影響圏の大きさ

に庶じて逃げることの不可能な予知･予測の困難な

地震に対しては強引に流れにさからう強固なビノレか

近年とみに発達した流れの中にうまくおさまるよう衣高

層ビノレの建築という方向に技術が進んでいる.素因や

誘因がはっきりしているものは現象の予測や予知がで

きるものであり影響圏のはっきりしているものでも

とにかく流れにまきこまれないように逃げてしまうとい

う方針がもっとも適切であろう.ただ現実には逃

げることよりは強引に流れにさからう方針をとらざる

を得ないものもあって事態をより深刻にしている.

このように考えてみるとまず自然現象がありそ

の中へ人間生活が割り込んできたというみかたで物事を

考察するという思想をとるかまず人間生活があって

それに自然カミ襲いかかるものであるというみかたで物

事を考察する立場をとるかで防災技術の内容そう

して行政の内容が全く異質のものとなってしまうがそ

の点については後目触れてみたい.

多目的一超目的地質図

広域的な国土の開発それにひきっづく保全そうし

て現在では環境の保全を含めた総合的在地域の開発を計

画する時の基礎資料に地質図があるということは本

誌の別の項目で述べられると思うのでここでは改めて

説明するつもりはない.

たびたび話に出てくる小径でよかった時代には地質

図と路線とは全く無関係であってよかった.しかし

この時代に地質図が無用の長物であったわけではない.

国土における地下資源開発という役目を背負って地質

図幅が次々と出版されていったのである.

今日の災害の防除をも含めて広い意味の国土の総

合的開発保全とあっては単に地質だけでなくその他

の自然条件すなわち気候･気象･地形･土しょう･林

相から水の循環生態系の均衡までも含めた広い意味

の自然環境をより合わせたうえで総合的に判断する必

要がある.

とはいうものの高遠鉄道網･高遠道路網の時代であ

って地下資源を対象とする地質図と建設事業を対象

とする地質図とがその基点とするところにおいて相異

しなければならない理由はない.むしろ基点となる

地質図幅はすべての目的を超越して日本という国土の

地質を学問の現在のレベノレにおいて正確にとらえそ

れを図示する方向に荏けれぱならないものである.

土性図･表層地質図その基礎の地質図との関係･

1878年内務省地理局に地質課が設置されその中の

係の1つとして土性係があって全国10万分の1土性図の

作成に着手した.1882年地質課は地質調査所となり

1885～1890年の地質局時代を経て以後今目までの歴史

をたどっているのであるが10万分の1国別土性図は

1885年(明治!8年)から1903年(明治36年)まで出版さ

れた.これは正確な地形図のなかった当時としてはか

なりの精度であり詳細は別としても土性の概要を知

ることのほか当時の河川集落その他の地勢を知る

ことのできる貴重な資料である.

ただ土性図は当時の情勢として地下資源探査には

向かずもっぱら農業や林業の基礎資料として使用され

ることにあったためにであろう明治36年にはその業

務は農事試験場に移管され山地･丘陵地はともかくと

して平地は一般の地質図においては白色のまま塗り残

されることにたってしまった.

当時の土性図の凡例をみると彩色による地質区分と

地紋による土性区分とが組み合わされこれに1/100縮

尺で2～3㎜ぐらいの地下柱状図カミ添えられている./

このような土性図はその凡例をみる限りでは現在

も作成されているようでありここに1例を掲げてみた.

後述するように現在の土壌図の区分は｢土しょう統｣

によっている.土壌図から土性図に読みかえることは

容易でありまた｢土しょう統｣をたよりにその土地

の状況だとえば地下水位の高低を読みとることもでき

るのでみかたによっては環境条件を示す図面にほか

ならない.

昭和26年に制定された国土調査法にもとづいて経済

審議庁(現在の経済企画庁)は土地分類基本調査の構

想をまとめた.昭和26年頃といえぱたび重恋る台風

とそれに伴う大雨によって荒廃した国土に災害が続出

し国民の生活をおびやかす山くずれ･地すべり･洪

水に対してとくに注目され総合的な治山治水事業を強

力に推進する必要にせまられていた1さらに国土の

有機的な利用･開発のためにも土地の自然的条件を把�
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握しておくことが早急に進められねば荏らないとの考れている(第4表).

えかたのもとに土地分類基本調査の柱として地形分

類調査･表層地質調査･土しょう調査が設定され以後表層地質調査は岩石の分布･性状･地質構造などの

地質条件に加えて基盤の強弱･透水性･掘さくの難易

･岩石の風化変質の程度･くずれかたなどある程度段

階づけて表現するように計画されたものであるが現在

ではそれが資料の収集･コンパイノレを中心とする仕事

であって山地･丘陵地においては既存の地質に関す

1繁一一/主一葉11は次のような内容で実施さる調査研究成果を引用'コ州レのうえ表層地質分

壊

縞総紬狐泌111泌税泌嫁1嶺､

閑

.鮎､.一

策4図相模全国

武蔵国南部土性図(部倫)

凡例

土性地質

紡下鮒表土

農璽コ区ヨ

礫土沖積蟻

鷺籔藪匿ヨ

砂土爾状堆土

竃璽弼[コ

砂壌土火山性土

�

壌土

藤

埴壌土

醒

埴土

藪

泥炭土

日

終､一腐植に頗る富む

圓

過湿地

第5図北海道農業試験場乙部

町立牲図より�
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類に読みかえるという手順をふんでいる.さらに低地

帯については歴史的に地質図幅の中に表現され恋かっ

たことから重点的にボｰリング資料を収集のうえその

土地の特性に合った表現をするような方針でのぞんでい

る.

山地･丘陵地についてみると岩石･地層には岩片

としてのあるいは岩体としてのかたさ透水性掘さ

くの難易など工学や農学上の性質はある程度の規則

性をもっており地域を限定すればその規則性がまんべ

んなく通用するということがほぼ定まりがけできた現

時点では1つの地域あるいは日本全般についての地

質の現時点での定説とされるような岩石･地層･地質

構造の考えかたカミ何らかの形で示されたうえでこれ

を目的に応じて読みかえ判断し詳細はその判断にも

とづいて試錐やトレンチ等で確認するというように一般

が変化して来た.そうして｢読みかえ｣に当っては

かってはこの｢読みかえ｣の技術カミ1種のノウハウに属

するものであったけれどもそれカミ｢手引き書｣に汰り

地質の心得のある人がこの｢手引き書｣をもとに具体

策を計画するように変化するだろう.

第4表土地分類調査の内容(縮尺50万分の1および細部調査は省略)

名称1

縮尺

開始1

単位

内容

土地分類基本調査｣

縮尺･万分の･1

昭和29年

1･万分の･地形図1

予定数1

○地形分類図

鑑傾斜区分団

欝水系･谷密度図

○表層地質図

○土壌図

説明書

昭和48年度まで

50図幅

土地分類調査1

縮尺20万分の1

昭和42年

都道府県ごと

○地形分類図

○表層地質図

一平面的分類図一

○土壌図

○土地利用現況図

○土地利用可能性分級図

鐙傾斜区分図

鑑水系･谷密度図

鑑表層地質図

一垂直的分類図一

鐙土壌生産力可能性等級

区分図

付属資料(説明書)

昭和50年度までに全都道

府県完了

開発地域土地分類基本

調査

縮尺5万分の1

昭和45年

5万分の1地形図

○地形分類図

○表層地質図

○土壌図

鑑傾斜区分図

鑑水系･谷密度図

鑑〔利水現況図〕

鰹〔防災図〕

鑑〔土壌生産力区分図〕

欝〔開発規制図〕

轡〔起伏量図〕

騒〔標高区分図〕

鐘〔土地利用現況図〕

説明書

(昭和54年度まで)

300図幅

注○印は本因鰺印はオｰバｰレイ

内容中〔〕で示したものは欠けることがある.

ねばならないだろう.それがなければ表層地質図的

な図面からは脱し切れないものと思う.

台地の1部たとえば火山灰台地や低地全般について

みると過去･現在そうして未来とも人間活動の土台

となっている地域が今までの地質図幅では白く残され

ていたという事実を補い海成沖積層･湖成堆積物ある

いは地表に全く顔を出していない鮮新一更新世の堆積物

の図示がまだ十分にととのわない地域の地質をとり

あえず表現するためには表層地質図はまだまだ必要で

ありちなみに開発地域土地分類基本調査の予定枚数で

ある300図幅は日本の低地帯を含む図幅数にほぼ相当

する数字である.

では台地･低地における基点としての地質図はど

のようなものであろうか.大正12年(1923年)9月1

目の関東大震災にひきつづき帝都復興事業として復興

局建築部では東京および横浜の地質調査に着手した･

(前項10頁参照)

この調査では地下にあって見えない地盤を数多く

の｢直営｣ボｰリングによって次々と明らかにしていく

のであるがボｰリング孔を｢露頭｣とみたてて目に見

えない地下の地質構造を明らかにして行く手法はその

後当分絶えてしまった.

ボｰリング孔を模式露頭としてこれに地質学上のさ

まざまの観察を加え地層を定義し記載しそれを図面に

仕上げるような目に見えたいものの地質図作成は現

状では余程の経費をともなう仕事であるカミすべての目

的を超越したこの分野での業務は今後急速に進められ

防災に役立つ地質図は?

ところで山くずれ･地すべり･土石流による災害と

いった山地･丘陵地における災害を防除するために必

要な地質図とはどのようなものだろうか.山くずれ･

地すべり･土石流などの現象をまとめて地表変動といっ

てしまえばこれらの地質現象の地域性はそれぞれの

地質図で固有のものがみられるけれども､数回の集中豪

雨災害をみてきた経験からいえぱはからずも集中豪雨

の際にはまず崖錐堆積物の再移動あるいは厚い残積性

風化生成物の移動カミ顕著であった.この事実をまず考

慮すると崖錐堆積物および厚い残積性風化生成物の部

分を克明に示した図面こそ山地･丘陵地における防災

対策に必要な地質図ではなかろうか.

地質をすべての自然条件の基礎におくならぱ地杉

はその土地の気候･気象条件下におけるその土地の侵

食の型態をたくみに表現したものであり地形･地質に

応じて風化生成物やそれが移動してできた堆積物の内

容･派生して林相･地下水理･豪雨の際の流況だとが決

定してしまうのでその土地の環境条件を知る鑑として

の表層地質図は残積性表土が移動したものは厳密に表

現しこれに残積性表土一深部風化帯までを含めて一を

表現したところの｢第四紀地質図｣であり山地･丘陵

地の防災対策の基礎となる｢防災地質図｣である.

とするとそれは新しい定義による'｢土性図｣かも知

れない.形式は基礎と放る地質図が図幅型式で示�
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目本の表層地質区分概念図
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日本の表層地'質区分概念図
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されたうえで基礎となる地質カミ色彩で表現されるなら

ば地紋を中心としたオｰバｰレイで示されその図面

カミ色彩で表現される荏'らば基礎と匁る地質は地紋や副

記号で示されることになろう.

はからずも地質調査所事業成績第3回報告(明治37

年刊)には一その30頁に�
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土性課

｢本課ノ目的ノ･全国ノ土性(即チ表相地質)ヲ調査シ

其農業上ノ適用及ヒ……………(中略)……普通土

性調査ハ実業上ノ便宜ヲ主トシ府県行政区域二体リ

調査ヲ施行シ地形課調製二係ノレ本形十万分ノ1ノ原

図ヲ以テ土性図ヲ印行ス･…一(以下略)

とありすでに表相地質の語がそこに見きれる.

拾わりに

地質調査所明治15年報には本邦鉱山の弊害及改良法

と題するナウマンの報文がある.16年報には同じく

ナウマンの堺市街井水改良考按および鹿児島県下

加位田村砂止改良考按の革カミありナウマン白身がす

でに現在の地質調査所における応用地質部門の仕事も行

なっていたことがうかがえる.

その後20万分の1地質図幅調査の応用地質の説明文

とは別に折にふれて火山の噴火や震災地･地災地

(今日の地すべり･山くずれ･山津波等)の調査が行な

われこれらは特別調査と称して地質要報や地質調査所

報告に掲載された.さらに｢官民ノ依頼二体リ｣受託

調査が行なわれ地下水脈･温泉･土木地質･その他

多岐にわたって業務が行なわれてきた.受託調査の内

容も時の流れを反映して興味深いがここでは紙面の

つごうにより割愛させていただく.ただ担当者は講

でもというわけにはいかないらしく1910年ごろには

ある程度担当者の分化が行なわれていたようである.

地災地調査報文には今日でも十分の資料となるもの

カミ少なくたい.ことに災害を伴うような地表変動は

多いようでもその周期性をとらえてみると意外と資料

になる履歴は少ないものである.ということはただ

1度の経験カミ地形発達をみるものにとってはその土

地の成り立ちを理解する貴重な資料になるとともにま

た災害防除に当って有効な指針を作るもとになる.

土地利用型態は長い歴史の間に災害と闘ってきた記

録である.本来その土地に住んでいる人々はこの

事実をよく知っておかねぱたらないしまた新しく土

地に住もうとする人はそのような眼を養うことが必要で

ある.

最近の著しい都市化はもともと安全地帯にあった集

落をいつの間にか危険地帯へと変えてしまう.考え

てみるとそれは実に恐ろしいことである.それには

今までの“点"あるいは“線"上での考察を“面"にま

でひろげる必要カ主あろう.自然環境を示す図面その

土地の成り立ちを示す図面がその効力を発するのは面に

よる考察を行なう時である.そうして｢現在｣の地

質現象の観察の集積を予知･予報技術の確立まで深め

ることをもって災害から身を守る術を各個人である

いは集団としてもつべきであると思う.

最近は空中写真の反覆撮影が次々と実施されている

ので｢むかしの5万分の12万5千分の1地形図｣と

ともに判読する狂らば今述べたような作業は容易であ

ろうし災害防除の施策のためには緊急時の空中写真

撮影がたと乏そのためにとりあえずの出費が必要だ

としてもその出費を補って余りあるもっとも貴重な

記録となることも理解されよう.

私たちは1枚の地質図をもってきてその図面の中

に表現されている地球の過去から現在までの歴史をもと

に応用問題を解きあかそうとするのであるがその過

程でどうしても異たったデｰタカ油てきたり解釈が

つか狂ければその時には図面の中に表現されている

歴史のユ部を転換して考え直してみる.このような

feedbackは常時行なわれてい狂けれぱならない.

災害というものを地質の面からとり込むためにはそ

の土地の成り立ちは第四紀の始め以来現在までの地

質時代を通じての地形の変せんでありさらに人が住み

ついて以来の成り立ちすなわち

何故そこに人が住むようになったか

何故そこが交通路として開かれたか

何故そこに耕地カミ形成されたか

現在の土地利用の型態がいつ完成したか

の歴史地理学的背景そうして

現在の都市景観カミどのような背景のもとに形成さ

れたか

ゆっくりと考えてみる必要がある.

本稿を草するに当って北海道･鹿児島県･宮崎県･

徳島県･長崎県･佐賀県を始めとして各県の主として

砂防事業･地すべり防止事業二急傾斜地崩壊防止事業な

どに関するパンフレット類を多数参考にした.また

今井功･大石道夫･清水良作･山崎寿雄･吉岡良朗の

各氏の談話からもヒントの得られたところが少なくな

い.ここに感謝の意を表したい.

本稿を故安藤高明故金井孝夫の

僚友に捧げる�


